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耳元炭林の施業法として， t尺 f支法が有利なことについては，多くの発夫ーがなされている

本試験はあるiJJi予を限定して，この限界以上のものをすべて伐伝し，他を残存せしめるような，実行が

簡単でl剣術的におこないうる作業を実地に施行し，この成長経過について検討したものである

試験地の概況と調査方法

本試験地は高知M土佐清水市伊佐の長雨染山国有林 35ろにあるつ海岸から 800~1 ,000 m 離れ，海抜

高は 100~250 111 , ill(殺'「ffに属する足摺Ùl甲 iこ援し，ホルトノキ・タプ群系のウバメガシ・ヒメユズリノ、.

タイミン主チベナ~~ßそう(能川こ 11話する]， (Phot. ()o 

試験地はtkぷ限界を 4cm :および 6c制の 2 っとし，

つぎのように施']~区をi自立する。

r 十禁ííli地
区名面1](面積

ha ha 
施 去、 法

1 1 ・ 387 0.160 胸高jI主任 4cm 1-'ゴ、下を残存し，それ
以上を全市伐採する
)j(<jJ高官 ff 6C 1'1Z 以下を伐存L. それ

2 1 . 801 , O. 196 以上を全打!)1 l<;H，-J- る}

計 3.188 0.356 

4 c削以下残存区は傾斜 30~35 のw向きの林地であ

る内乾燥陸の土地で， A層・ B層ともに発這 L. A層l土

腐値に壬iみ .71':湿状態 l土乾，緊密度は軟.B層i工乾およ

び堅，土地の深さは 90 c別である ~Phot. 2> 

6c間以下残存区は 4cm 以下伐存区;二隣接し，傾斜

(1) (2) 高知支場経営研究室員

Phot. 1 試験土佐の林中H
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Phot. 3 4 cm J) 下fij存区の ProfilePhot. 2 

中~r:l~ifの花尚岩を母岩とする砂貿易』士35~40 

である、地表面には分解の不完全なウパメカシ・

ツバキ・ヤマモモ等の落葉が堆積し， Aわれこは菌

糸網肘がみ)けられ，腐舶の含量乏しく，士地の

深さ 50 c制， A関・ B層ともに石慨を多(含む乾

燥惜:の婿J巴êl'1d也である (Phot. 3) 。

気象条f'lーは Fig. 1 のとおりで，年平均降水量

(88. 23.1~32.12) I 土 2 ， 718 mm ， 最高気嵐の平

均 20.90 C ，最低気温の平均 15.2 へ C ，最高・最
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11í:の平均気温は 18.1 0 C であるつ

試験地の施業前の毎木調査を昭和 22 年 10 月に

おこなったっ直径別の本数曲線は Fig. 2 のとお

りである。 23 年 3 月に第 1 回の択伐をおこなっ
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足摺仰測候所でがj査した気温〔最高，

最低，平均〕と降水量
(日百. 23.1~32.12 ， 10 年間の平均)

10 11 B 7 6 5 4 

Fig. 1 

たご翌 24 年 7 月に第 1 凹の被害調査， 28 年 10

月に第 2 問の佐木J河内をおこない， 32 年 11 月に

最終の毎木調査をおこなった。ミの間，凋ftを相当したのは杉村義一，猪原f愛犬，佐竹和夫，兵頭E立の

各技官である。

調戸査はすべて襟準地内でおこなし、，令払J種について樹種別に毎木調訴するJ

íJj;木部j査は胸高の位置を1. 3 隅とし，直径テー 7・で測定し，とりまとめるときは 2c間括約とした。

MJ高はカシ類，その他に分け，ワイゼのiJlJl高桜を用いて標準木について測定し，俗l高曲線を函IÎl 、て，エ[1_

均樹高を求めた (Fig. 3), 
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Fig. 2 

材僚は高知営林局発行の立木幹材積表により算定し

果結験

4cm 以下残存区

試自

1. 

fこ。

fた挺前の本数，材積〔昭. 22.10 調交) ，伐係量(昭.

23.3 調査) ，残存量 (nE. 24.7 調奈川土 Table 1, Fig. 

これらは ha 当りに検算して掲上し4 のとおりである

たっ以下すべて 1 ha の数値である一

この残存木の内容を，健全木，被害強度，ひん死木，

枯死倒木に分け， Table 2 にかかげたコ

本数で 50% ，材積で 87% におよぶ多量を収穫したに
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健全木が本数で 75% ，もか虫、わらず，残存木のうち，
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Fig. 4 
材積で 76% を占めている。被害の強度のものが本数で

Table 1 

伐採

本数

I狗

|材積
勿包3

�f: l直

積本

2
4
6
8
0
2
4
6
8
0
2
4
+
l
 

1
1
1
1
1
4
2
2
2

吾
首

3.900 
18.040' 
17.922 
26.456' 
23.994 
19.650' 
8.750 
15.750 
6.325: 
4.613 
1. 8631 
1.112 

. 148.375 

3 ,900 
5 ,508 
2 ,095 
1,581 
925 
494 
169 
200 
69 
38 
13 
6 

14 ,998 

C勿2



Table 2. 4 C間以下残存区の残存木の内訳

|主全不→被三平Irt ; tJJl互(戸竺倒不 ~. 
|ぺ木 数判I iザ1ずF| 本 数 1tザ1伊ヂ!バ本 数釦|ザ|川本 数引!小弘伊ザL諒伊号苧町 iぺ本 数札| 材削f戸

2.必副川6引ωlロ2ム( 川2! 蹴 i 叩6 ， 3お8 Iいω.0仰 4似4 0川川仏ω.0悦4
7万5% 2幻3 1 1 

2.549 I 8.0621 日00:2.513 38 10.113 38 0.113 
75% I 23. 1 1 1 
438 I 3.405 95: 0.6561 18 10.169j 12 0.088~ 
78% ! 17 : 3 2 

6 I 0.138 
100% I 
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ひん死木と枯死木はあわ239& ，材積で 21% ，

材積で 3% であるから，こ

の択伐Y去による被害は内l合にすくないことがわ

方、る。

材績の推移をみると調査時ごとの本数，

Tab!e 3 のとおりである

Tab!e 3 において .A類は炭材としてもっと

も f憂I誌なものでウパメガシ・ヅバキである。 B

勢、はA類にゑ:ぎ炭材として優良なもので，ヒサ
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せて本数で 29& , 

Tab!e 3. 

級等

A 

B 

C 

言十

カキ・ネズミモチ・タプ. c は劣等樹種でヒメ

ユズリハ・ホルトノキ・ヤマモモ・タイミンタチバナ・シロ !;tモ・ゴンズイその他をfliî上した.'

A òij'jについてみると，本数は第 2 回 fJf8交の際は 57% 増加し，第 3 回調査時には第 2 同調査時とほぼ同

数であるっこれは両樹種とも耐陰性が佳いため，枯死木がすくなかったためであろう ι

~J3 阿調査時には第 2 fri] に比べ. 126% の増加をÆ:;j-積は逐増し，第 21111調子t時に 216% の増加をみ，

みている J 成長率は第 1 同~第 2 回で 1.22%. 第 2 回~第 3 回で 0.5796 をしめしている。

B~jは爾3.i~数の急激な増加lのため ， tn 2 回調査時には第 1 問のâJ，'j査に比し. 166% の増加をしめし，材

耐は 201% に増加しているが，第 31ιI tiI，~1l'[I寺=には第 2 同，jJ，~'lEP:)j，に比し 72% に減少し，材積は 1% たら

ず減少している。

C類、は炭材ーとしてはもっとも劣等なものであるが，成長量はもっとも多い すなわち，本数においてみ

ると，第 2 回目には 406%. に急増し，材積もまた 356% に増加した竺成長率は 18.7% CAは 12.2%.

材積は 1299" のB は 1 1. 2%). 第 3 回調資時には本数は第 2 固に比し 22% の減少をしめしているが，

増加をみている。

今度は径紋別に検討してみよう (Tab!e 4) , 

小径木は本数で 47%. 材積で 18%て、あったのが，第 2 回調査時には本数で 69%. 材債で 38%で，林

分構成の主要部を占めてきている士実数でみると，第 2 回調査時の 10.538 本と第 1 因調査時の 2.612本

の差の 7.926 本は，第 1 凹調査時の. 2.612 本 (a). 1 C間未満の小径木の 2 Cn! ~.告に進級したもの(b).

および切株から萌芽したものの 2 Cn! 階に進級したもの (c) を加え，これより枯損本数を差し引いたもの
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である。 したがって， (b)+(c) は 5 ， 314 木

(7 ， 926 木一 2 ， 612本〕以上あったこととなるご

9fJ J 材債で 60% に減少している}実数で10 ， 538

一方.中径木は本数で 53%，材積で 82% を

占めていたのが，第 2 回調査時には絶対値は増

62% と減少しており，これが第 3 問調査時には

本数で 56% ，材積で 81% と漸増しているコ

tn 2 r'll調査時の 4 ， 775 本は， (第 1 問調査時

の中白木 2 ， 993 本) + (第 l 回調査時の小径木

2 ， 612 本のうち 6 年間に中伐木に進級したも

の)-(枯損木〉であるから， 4 ， 775 本一 2 ， 993本

=1 ， 782 本以上のものが進級したこととなる二

最後に， 1 年間の増減量で検討を加えてみよ

う (Table 5)。小f壬木では第 1 回調五時~筋 2

IFI調子J'[t:j-に本数て、 1 ， 321 本，材積で 2.015 別3

A
4
4
る
に

J

ゥ
ι
l
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m
問
。
/

量
糧
法

T

長
成均
長

成
平期

総
定
成

8.355 

2.08 
4.9 

Table 5. 4cm 以下残存区の 1 年間の増減量
(比前回調査)

i 第 2 回調子tt 第 3 匝l調j1t

材積 I 材積
i 本数 m3~ I 本数 I "m3 

1,321 2.015 -871 , -1.467 

i直径級

木
木

任
径
計

小
中

529 I 297 2.038 3.556 

-342 2.089 1, 618 I 4.103 

の増加であるが，第 2 r1il;洞J!ì:i侍~第 3 回調査時には逆に 871 本， 1. 46711♂の減少をしめしたので，第 3

川，Vlijf，:時には市jに述べたとおり，総材伎のうちわずか 19% を占めるにすぎないようになったニ

一方中任木はンj>:数で 297 本，材積で 2.088 m3 で，小L~木と同じ程度の材積であるが， tr~ 2 同調査時~

第 3 同調 Crt時には本数で 529 /j正，材債で 3.556 m3 増加している。

2. 6cm 以下残存区

伐主主前の本数，材積，伐拐事i，残存量は Table 6 のとおりで， これを F ラフにしめしたのが Fig. 5 

Table 6. 6cm 旬、下残存区の伐採jjîj後の本数・材績の推主事

伐採ギ
1i'J. f壬 伐採前 伐採量 残存長 (9�) 

|本数 材積本数 l 材 3積本数材芦 本数 材積cm 1113 ""�"'!P... 1'n3 ....,...... ~ n1, 

2 3 ,980 3.980 650 0.650 3 , 330 3.330 
4 6 ,040 19.430 1,470 4.720 4 , 570 14.710 
6 1,595 12.875 205 1.320 1, 390 11.555 
8 1 ， 2己5 19.945 1, 145 18.135 110 1.810 
10 945 23.235 945 23.235 。 。，

12 310 13.000 310 13.000 。 。

14 50 2.665 50 2.665 。 。

16 40 3.315 40 3.315 。 。

18 10 1.730 15 1.730 。 。

計 14 , 230 100.175 4 ,830 68.770 9 , 400 31.405 34 69 



第 108 +J 林業試験場研究報告242 

である。

本数で 34% ，材':f責で 69% を伐主主ーしたことになる。 6cm 階

のものを伐り残したため， 4 c間以下残存区に1tべ，本数で 16

?i ， 材積で 18% 伐訴事二がすくなし同

残存木の内容を Tab!e 7 Vこしめしたごこのうち，健全木が

強度の被管を受けにもの本数，材慌て、各 83% を占めている

枯死したものはわずか 1% で、あるから， 4 cm 以下ヵ~ 1696 , 

残存の場合と同様，被詩は割合にすくなし勺

材積の推移をみると， Tab!e 8 のとお調査時ごとの本数，

A 類についてみると，本数は第 2@]調1Eの際l工りであるり

第 3 IR] 司i'Dft時にはわずかではあるが減少してい30% 増加し，

-!c例以下残存区の場合も似たような傾向がみとめられ

る。これはAJli'lは耐陰院が強いため，枯死するものが十くなか

る。
16 IB 

cln 

Fig. 5. 
6c間以下伐存区の TI主任別木数の准移

14 

本
6.000 

Tab!e 7. 6 cm 以ド残存区の残存木の内容

被害強度 |瀕死木 枯死倒木 | 計
本数材苧本数 l 材苧本数材苧|本数材苧

"も m"'

430JM3olio l o olo!65i M651 
825 , 2.655 15 1 0.0451 45 0.1351 
195 . 1.635 10 0.0801 15 0.1201 
5 0 ・ 075 5 : 0 ・ 075 1

0412?0 辺

(健全木
l 材償

cm 1 本数
{壬直

3 ,330 3.330 
4, 570 14.710 
1, 390 11.555 

110 , 1.810 

9 ,400 , 31. 405 40 4.795 
16 

1,455 
16 
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ったためであろう。材積は逐増し，成長率(土第

第 2 回1 問調子tr侍~第 2 回調査時で 11. 5% ，

調ftr時~第 3 問調J1t時で 8.0% である r

B類はtr; 2 問調ft時には本数はほとんど同じ

で，材積は 38% 増加しているコ第 3 問調ft'時

には本数，材践ともに減少している二

C類は各却のうちで本数，材積の増加量がも

6cm 以ド残存区の等級別・調査年ごとの
本数・材債の推移

ar， .23.3 昭 .28.10 1 R召 .32.11

I-*~-I 伊|不全 r~，fl 本記ザ
I 3，明 12 ・ 015 1 4 ，叫2579014，判35.510
Jl ， 665l4165l ，叫 5 叫 1 ，判 4.8∞
l2Jlol9 ・ 900 5 ， 15521 ・ 950' 5 ,785 33.615 

7 ， 780126 町 1 ， 1叩印5(11 ， 31574 凹

Tab!e 8. 

級等

A 

B 

C 

計

っとも多い すなわち，本数において 183% ，

材積で 222% の増加をしめしているつ第 3 問調資時には本数で第 2 同調慌時の 112% にすぎないが，材

積は 153% に矯加している。

一色体でみると，本数で第 2 回調査時には第 1 問調査時の 143% をしめし，第 3 [<;IJ ，lh~査時には第 2 回調査

時と tまとんど同様，材積で第 2 回調査時は第 I 問調査時の 205% ，第 3 [n] ，j)司Jfl' l吟は第 2 回調査時の 138%

をしめしている
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今度は任紋別に検討してみよう(Table 的。

小11木は本数で 36%，材績で 11% であったの

が，第 21司調査時には本数で 489"6 ，材積で 16

%に増加しているが，第 3101調充時には，本数

で 34% ，材積で 9% に減少してきている。一

方， rt-t任木は本数で 649& ， ;jオ積で 89% であっ

たのが，第 2 回調査時には絶対値は増えている

が，比率では総本数の 52?ó ， 総材積の 84% に

減少しており， 第 3 回には本数で 66% ，材債

で 91% と漸増している

1 '午前!の増減量を Table 10 にしめしたc

百考察

fllTI試験[玄とも小径木は第 21可l調査時には急速

Table 9. 6 cm 以下残存区の i直径別・調jlf年

ごとの本数・材積の縫移

古は Rg ・ 23.3 昭 .28.10 I 昭・ 32 ・ 11
f上紋 l 日比 i一一一一

叫 cm 本数乱宇;本数 I~苧!本数 I47

ノj、径 l 勺 J 2 ,825 2.825 5 ,370 8.360 3 ,845 6.800 
級~ l 36% 11 48 16 34 9 

中径 "_.L J 4 ,95523.255 5 ,77045.145 7 ,47067.205 
級 4~6 1 '64? l 64% 89 52 84 66 91 

計 7 ， 78026 ・ 08011 ， 140 153 ・ 505jll ， 315?4 ・ 005

総成長量刑3 27.425 

定期平均総成長量制3 4.571 

20.500 

5.125 

Table 10. 

l宣 f壬級

6cm 以下残存区の 1 年間の増減量
(比前回調禿〉

第 2 回調査 | 第 3 回調充

|本数!ヘP i 本数勺戸
に増加し，第 3 問調査時には減っている (Fig. ノj、 f壬 木 424 0.922 -381 ー 0.390

6)。これは被圧されていた lcm 以下の小径木 中 径 木 136 3.648 425 5.515 

が急激に疎開されたため成長が硲んとなって 2 計 560 I 4.570 44 5.125 

C削階に入り，また切株からの剤:!J'の発生，成

長がおこなわれたため，ノj、径木がし、ちじるしく増えたものと考える。第 3 回調査時に本数，材積の減少し

たのは，中径木の倒冠がtJ.主張したので小径木は再び被圧されて枯損し，またIj、径木相互聞の競合が激しく

なったため枯損し，本数は減少の一途をたどり，現在におよんでいる。

4cm 以下残存区のほうが，変化の度合は急速である c これは 6cm以下残存医に比し政闘の度が大であ

ったため，萌芽の発生もより椛んで，したがって小径木の急激な増加をみたものである。また，第 3 回調

五時には中径木の樹冠の肱張のため，ノj、径木の多くは枯損したのでこのようないちじるしい変化をきたし

たのであろう。

このように，多数発生した粛芽は自然のまま放置しでもしだいに選択されて，最後には小数のものだけ

がよ1:き伐ることになるが，激烈な生存競争の結果，生き残ったものもいちじるしく勢力を消耗し，樹形を

Jtイヒして不健全なものとなり，成長量の低下を免れない。ゆえにこの無用の競争を緩和するため萌芽の 1

ffiを除去し，少数の優秀な萌芽だけを残して，これに十分な生活条何ニを与え，健全な生育を促すようにす

る必要があるわ。

中f壬木は丙試験区とも漸増している σ

総本数の推移をみると ， 4cm 以下残存区は小径木の変化が大きいため，総本数においても第2回調査時

には増加，第 3 回調査時には減少しているつ 6c間以下残存区はわずかながら増加の一途をたどっているつ

材積の比較 (Fig. のでは ， 4cm 以下残存区， 6 c間以下残存区とも小径木，中径木は本数の変化と同

じ傾向であるが，総計においては両者とも逐増している。

両者の成長量を表示すると Table 11 のとおりである。定期平均成長量は， 4 cm 以下残存区は 4.103

間3→ 2.089 m3 と減少している c これは小径木の材積の激減によるものである。すなわち ， 2.089 m3 の内
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336 
4.793 
8.3 

訳をみると， 中径木で 3.556 m 3 , 小11':木が

1.467 m3 であるが， このIJ、径木を第 2 同調査

時に整理していたならば，伐期までの総収量は

さらに増加していたにちがし、ないコ

6cm 以下主主存区は材積が 4.570 m 3• 5.125 

M と逐増している η 5.125m' の内訳は小径木

が 0.390 例3 巾径木が 5.515 制3 で小径木の比

率はすくない。これは 6c間以下伐存区のほう

が本数がすくないため，切株からの萌芽がすくなかったためであろう 2

この結果 ， ;VI~査期間中の総成長量は 4c間以下残存区が 32.970 m3 で ， 6 cm 以下残存区は 47.925 m3 

であり ， 10 年間に 14.955 桝3 の差異をしめしている。

いま， 6 c間以下残存区に属する 6cm 階の材積をみると 1 1. 555 m3 (Table わであるつ この材積は

第 1 回調査時に 4cm 以下残存区のものが 6c間以下残存区のものより多く収穫できる量である c したが

って，この材積と 14.955 m3 主の差 3.400 m3 は 6cm 以下残存区のほうが多く収穫される量であるつ

いま ， i反に第 2 回調査時に両区の小径木を蔚芽整理したとすると ， 4cm 以下残存区で14.700 m" 6 cm 

以下残存区で 8.360 制3 が収穫できる (Table 4, Table 9) 。 この差 6.340 m3 だけ 4cm 以下残存区

が収穫量が多い。もっとも萌芽整理の結果，林分の構成状態が異なってくるので，第 3 回調査時の数値は

当然異なってくるであろうつしかし，小径木の成長量は，成長期間が短いため，第 3 回調査時ほどの数量

は期待できないにしても，樹冠の疎開される結果中径木の成長に好結果をもたらすのであるから，総成長
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i 4cm 以下 16cm 以下
!残存区|残存区

勿包3 ηg 

o 

(兵頭・佐竹〉(研究資料〉高知県における海岸近くの薪炭林の択伐について

量にはさほどの差異はないのではあるまいかJ

この仮定をおいて 4cm 以下残存した場合と，

いずれが有利かを計6c加以下残存した場合，
14.955 

。11. 555 

差

積

の

材

量

の

長

北
白F
 

成

も C宵も

総

算すると，右表のようになる。

8.360 14.700 第 2 回調査時に収穫できる量
26.255 m3 と 23.315m' との差約 3 m' だ

23.315 26.255 計け 4cm 以下残存区のほうが多くの収穫が得ら

れることとなる。

びすむV 

この試験で得られたことは，総収穫量は 6cm 以下残存区の方が多いということであるが，伐認後 5 , 

しかし，これは仮定6 年目に萌芽整理をおこなえば ， 4cm 以下残存区の方が収穫量は多いようである。

に基く帰結であるので，今後機会があれば， 3 フ'ロック制の試験設計に基き，皆伐区をも比較区として採

用し，蔚芽整理をおこなって，収穫量と経済効果の l'可者について検討したし、。
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